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表紙

電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく
書面交付請求による交付書面に記載しない事項

上記事項につきましては、法令及び当社定款第16条２項の規定に基づき、書面交付請求を
いただいた株主様に対して交付する書面（電子提供措置事項記載書面）への記載を省略して
おります。

なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆様に電子提
供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお送りします。

第53期定時株主総会資料

連　結　注　記　表
個　別　注　記　表

第53期
2024年４月１日  から
2025年３月31日  まで
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連結注記表、個別注記表

連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

⑴　連結の範囲に関する事項
①　連結子会社の状況

　・連結子会社の数　　　　　　　　4社
　・主要な連結子会社の名称　　　　クラウドバンク・キャピタル株式会社

②　非連結子会社の状況
該当事項はありません。

③　議決権の過半数を所有しているにもかかわらず子会社としなかった会社等の状況
該当事項はありません。

⑵　持分法の適用に関する事項
①　持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の状況

　・持分法を適用した関連会社の数　１社
　・主要な会社等の名称　　　　　　クラウドバンク株式会社

②　持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況
該当事項はありません。

③　議決権の100分の20以上、100分の50以下を所有しているにもかかわらず関連会社としなかった会社の
状況
該当事項はありません。

④　持分法適用手続に関する特記事項
該当事項はありません。

⑶　連結の範囲又は持分法の適用の範囲の変更に関する注記
①　連結範囲の変更

当連結会計年度からクラウドバンク・キャピタル株式会社を連結範囲に含めております。また、
Personal Capital株式会社を連結の範囲から除外しておりますが、連結計算書類の作成にあたり、みなし
売却日を2025年3月31日として、みなし売却日までの損益計算書を連結しております。

②　持分法の適用の範囲の変更
該当事項はありません。

⑷　連結子会社の事業年度等に関する事項
すべての連結子会社の事業年度は、連結会計年度と一致しております。
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連結注記表、個別注記表

・市場価格のない株式等
以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動
平均法により算定）によっております。

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法によっております。なお、投資事業有限責任
組合等への出資については、持分相当額を純額で取り込む方法によっ
ております。

⑸　会計方針に関する事項
①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．満期保有目的の債券　　　　償却原価法（定額法）
ロ．その他有価証券

ハ．棚卸資産
・商品 主として総平均法による原価法（連結貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっております。
・貯蔵品 個別法による原価法によっております。

ニ．デリバティブの評価基準及び評価方法
時価法（取得原価は移動平均法により算出）を採用しております。

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社は定率法によっております。
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）
並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額
法によっております。
また、取得価額10万以上20万未満の少額減価償却資産については、事
業年度毎に一括して３年間で均等償却しております。

ロ．無形固定資産（リース資産を除く）
・自社利用のソフトウエア　　社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

ハ．リース資産
リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用してお
ります。

③　重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案
し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．訴訟損失引当金 係争中の商品先物取引及び外国為替証拠金取引における損害賠償請求訴
訟等について、今後の損害賠償金の支払に備えるため、経過状況等に基
づき金額を合理的に見積り、損失見込み額を計上しております。
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連結注記表、個別注記表

イ．金地金事業 金地金事業の取引については、国内では対面形式及びインターネット形
式で商品を販売しており、国外では暗号資産を対価として商品を販売し
ており、顧客との契約に基づき商品を引き渡す履行義務を負っておりま
す。当該履行義務は、商品を引き渡す一時点において、顧客が当該商品
に対する支配を獲得し、充足されると判断し、引渡時点で収益を認識し
ております。

ロ．ノンバンク事業 ノンバンク事業については、顧客からの貸付金利息は発生基準により計
上しております。なお、貸付金に係る未収利息につきましては、約定利
率を計上しております。

のれんの償却方法
及び償却期間

のれんの償却については、効果の発現する期間を合理的に見積り、当該
期間にわたり均等償却しております。

④　重要なヘッジ会計の方法
イ．ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理によっております。
ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ手段…金利スワップ、為替予約

ヘッジ対象…借入金、社債、売掛金、買掛金
ハ．ヘッジ方針 金利リスクの低減並びに金融収支改善のため、対象債務の範囲内でヘッ

ジを行っております。
ニ．ヘッジの有効性評価の方法 ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象とヘ

ッジ手段の相場変動の累計を比較し、両者の変動額等を基礎にして判断
しております。

⑤　収益及び費用の計上基準

⑥　その他連結計算書類の作成のための重要な事項

２．会計方針の変更に関する注記
　該当事項はございません。

３．表示方法の変更に関する注記
　該当事項はございません。
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連結注記表、個別注記表

勘定科目 当年度計上額
訴訟損失引当金 18,048千円

前連結会計年度 当連結会計年度
貸倒引当金（流動） 72,945千円 8,758千円
貸倒引当金（固定） 396,025千円 207,584千円

４．会計上の見積りに関する注記
　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌連結会計年度の連
結計算書類に重要な影響を及ぼすリスクがある項目は以下のとおりです。
①　訴訟損失引当金
　イ．科目名及び当連結会計年度計上額

　ロ．会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報
当社グループにおいては、訴訟による損失見込額を経過状況等に基づき合理的に見積り計上しておりま

すが、判決等の結果によっては見積額と実際の損失額に乖離が生じ、その場合には翌連結会計年度の連結
計算書類に重要な影響を与える可能性がございます。

②　貸倒引当金
イ．科目名及び当連結会計年度計上額

ロ．会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報
当社グループの営業債権である未収利息等未収入金並びに営業貸付金等については、顧客の契約不履

行によってもたらされる信用リスクに晒されており、営業債権の貸倒損失に備えるため、顧客の信用リ
スクの度合いに応じて債務者区分を決定し、債務者区分に基づき債権を一般債権、貸倒懸念債権及び破
産更生債権等に分類しております。貸倒引当金は、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債 
権及び破産更生債権等については保全による回収見込額に加え債務者の財政状態及び経営成績を考慮し 
て個別に回収可能性を検討することにより、回収不能見込額を計上しております。

債務者区分の判定は、延滞情報を含む返済状況及び顧客の財務指標等の定量的要因並びに将来の業績
見通し等の定性的要因に関連する情報を勘案して行っております。

回収不能額の見積りに用いた主要な仮定については、過去の経験、担保物の換金可能性及び換金価
値、相手先が抱える事業上のリスクなど不確実性の様々な要因を考慮しております。

当社グループは、入手可能な情報に基づき、貸倒引当金を計上しておりますが、保有する営業債権の
回収期間が中長期にわたることから、経済及びその他の事象または状況の変化や顧客の経営成績・財政
状態の悪化など特有の不確実性があるため、今後新たな事実が判明した場合等には変動する可能性があ
ります。
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連結注記表、個別注記表

勘定科目 当年度計上額
投資有価証券 397,344千円

普通株式 10,023,514株

③　関係会社株式の評価
イ．科目名及び当連結会計年度計上額

ロ．識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　投資有価証券のうち、市場価格のある株式以外については、投資有価証券の実質価額が著しく低下した
場合で、かつ、回復可能性が十分な証拠によって裏付けられない場合には、相当の減額を行うこととして
おります。
　投資有価証券の実質価額の低下の把握や回復可能性の判定においては、対象となる投資有価証券の取得
時の将来計画との比較及び最新の将来計画に基づき検討しております。
　上記の見積り及び仮定について、将来の不確実な経営環境の変化等により見直しが必要になった場合に
は、のれんの減損処理が必要となる可能性があります。

５．会計上の見積りの変更に関する注記
　該当事項はございません。

６．連結貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額

12,870千円
(2) 偶発債務

2025年３月末において、商品先物取引の受託に関し、当社グループを被告とする損害賠償請求件数が
１件（請求額129,258千円）となっております。

７．連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

⑵　剰余金の配当に関する事項
①　配当金支払額等

該当事項はありません。
②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの

該当事項はありません。
⑶　当連結会計年度の末日における新株予約権に関する事項

該当事項はありません。
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連結注記表、個別注記表

８．金融商品に関する注記
⑴　金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針
当社グループは、業務に必要な資金は自己資本による方針であります。それらの資金は、主として決

済用預金や顧客への貸付金業者間決済資金などに充当されております。また、一時的な余資は預金や国
債等の流動性の高い金融資産に限定して運用しております。

②　金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク
営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。
短期貸付金は、顧客の財務状況の悪化による信用リスクや担保価値等の価格変動リスクに晒されており

ます。また、貸出先の約５割は特定の金融事業者であり、顧客の信用リスクに晒されています。
投資有価証券である株式は、上場株式については市場価格の変動リスクに晒されており、非上場株式に

ついては、発行体の財務状況の悪化により、実質価額の低下リスクに晒されております。
固定化営業債権は、2025年３月31日より１年以上前に発生した無担保委託者未収金であり、委託者の

信用リスクに晒されております。
破産更生債権等は、元従業員及びその親族に対するものであり、契約不履行によってもたらされる信用

リスクに晒されております。
③　金融商品に係るリスク管理体制

ⅰ　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
　当社グループは、信用リスクに関する管理規定に従い、営業債権及び貸付金について、取引先ごとの
期日管理及び残高管理を行うとともに、取引先の信用情報を把握する体制をしております。
　また、当社グループにおける金融商品に係るリスク管理は、関連する法令や当社で定めた規定・ルー
ルに従い行っております。
　その他、信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理として、当社が保有する預金は、
預金保険制度により全額保護される当座預金や利息が付かない普通預金（決済用預金）とすることを基
本方針としておりますが、預金保険制度においてペイオフの対象となる普通預金に残高を持つ場合は、
資金繰り等を勘案して、極力残高が膨らまないよう留意して管理しております。

ⅱ　市場リスク（株価、為替や金利等の変動リスク）の管理
　投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財務状況を把握しております。
　担当責任者は日々の業務終了時に、担当部署から報告資料の提出を受け、社内規程等を順守している
か確認しております。

ⅲ　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
　当社は各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許流動
性リスクを管理しております。
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連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

⑴ 営 業 貸 付 金
貸 倒 引 当 金 ( ※ )

2,828,366
△8,758

2,819,608 2,927,404 107,795

⑵ 投 資 有 価 証 券
そ の 他 有 価 証 券 99 99 －

⑶ 固 定 化 営 業 債 権
貸 倒 引 当 金 ( ※ )

210,707
△198,302

210,707
△198,302

12,405 12,405 －

⑷ 破 産 更 生 債 権 等
貸 倒 引 当 金 ( ※ )

9,282
△9,282

9,282
△9,282

－ － －

資 産 計 2,832,112 2,939,908 107,795

④　金融商品の時価等に関する補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価格のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価格

が含まれております。当該価格の算定においては変動要因を盛り込んでいるため、異なる前提条件等を採
用することにより、当該価格が変動することがあります。

⑤　信用リスクの集中
当期の連結決算日現在における営業債権について、特定の大口顧客に対するものはありません。

⑵　金融商品の時価等に関する事項
　2025年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり
ます。なお、「現金及び預金」、「売掛金」、「未払法人税等」については、現金であること及び短期間で
決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、注記を省略しております。

（単位：千円）

(※) 個別に計上している貸倒引当金を控除しております。
（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資　産
　⑴　営業貸付金

営業貸付金は元利金の合計額を、同様の新規貸付を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価
値により算定し、時価としております。

　⑵　投資有価証券
これらの時価については、取引所の価格によっております。

　⑶　固定化営業債権・⑷破産更生債権等
固定化営業債権や破産更生債権等は回収不能見込額に基づき個別に貸倒見積額を算定していることか
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区分 連結貸借対照表計上額
非上場株式 397,244千円

１年以内
（千円）

１年超５年
以内

（千円）

５年超10年
以内

（千円）

10年超
（千円）

営業貸付金 2,828,366 － － －
合計 2,828,366 － － －

レベル１の時価： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成
される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により
算定した時価

レベル２の時価： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以
外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価： 観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券 99 － － 99

ら、時価は帳簿価額から貸倒見積額を控除した金額と同額であり、当該価額をもって時価としており
ます。

２．市場価格のない株式等は、「⑴投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対
照表計上額は以下のとおりであります。

3．金銭債権及び満期がある有価証券の連結決算後の償還予定額

⑶　金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ
ルに分類しております。

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそ
れぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しておりま
す。

①　時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
（単位：千円）

－ 8 －



2025/06/04 14:40:29 / 24177457_ＵＮＢＡＮＫＥＤ株式会社_招集通知

連結注記表、個別注記表

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
営業貸付金 － 2,927,404 － 2,927,404
固定化営業債権 － － 12,405 12,405
破産更生債権 － － － －

②　時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：千円）

(注１)時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
1　投資有価証券

投資有価証券は、上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引
されているため、その時価をレベル１の時価に分類しております。
2　営業貸付金

営業貸付金は、元利金の合計額を、同様の新規貸付を行った場合に想定される利率で割り引いて
算定する方法によっており、レベル２の時価に分類しております。
3　固定化営業債権

固定化営業債権は、担保による回収見込額等を基に算定しており、時価に対して観察できないイ
ンプットによる影響額が重要なため、レベル３の時価に分類しております
4　破産更生債権

破産更生債権は、回収見込額等を基に算定しており、時価に対して観察できないインプットによ
る影響額が重要なため、レベル３の時価に分類しております。

(注２)時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債のうちレベル３の時価に関す
る情報
重要性が乏しいため、注記を省略しております。

９．賃貸等不動産に関する注記
賃貸等不動産の状況に関する事項

賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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連結注記表、個別注記表

金地金 ノンバンク 計
一定時点で移転される財 9,151,785 83,968 9,235,753
一定の期間にわたり移転される財 － 6,515 6,515
顧客との契約から生じる収益 9,151,785 90,484 9,242,269
その他の収益 － 247,450 247,450
外部顧客への売上高 9,151,785 337,935 9,489,720

⑴　１株当たりの純資産額 552円41銭
⑵　１株当たりの当期純利益 23円63銭

10．収益認識に関する注記
⑴　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

主要な財又はサービス別に分解した収益の情報は以下のとおりであります。
（単位：千円）

⑵　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等」の「⑤　収益及び費用の計

上基準」に記載のとおりであります。

⑶　顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結
会計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度に認識すると見込まれる収益の金額及び時
期に関する情報
該当事項はありません。

11．１株当たり情報に関する注記

12．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

13．その他の注記
該当事項はありません。
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連結注記表、個別注記表

市場価格のない株式等
以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平
均法により算定）によっております。

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法によっております。

個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
⑴　資産の評価基準及び評価方法
①有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関係会社株式
移動平均法による原価法によっております。

　その他有価証券

②デリバティブの評価基準及び評価方法
時価法によっております。

③棚卸資産の評価基準及び評価方法
商品 主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっております。
貯蔵品 個別法による原価法によっております。

⑵　固定資産の減価償却の方法
①有形固定資産 定率法によっております。
（リース資産を除く） ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並び

に2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については
定額法を採用しております。

②無形固定資産 定額法によっております。
（リース資産を除く） なお、ソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法によっております。

⑶　引当金の計上基準
①貸倒引当金 一般債権については貸倒実績率により、また貸倒懸念債権等の特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上してお
ります。

②訴訟損失引当金 係争中の商品先物取引及び外国為替証拠金取引における損害賠償請求訴
訟等について、今後の損害賠償金の支払に備えるため、経過状況等に基
づき金額を合理的に見積もり、損失見込額を計上しております。
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連結注記表、個別注記表

金地金事業 金地金事業の取引については、国内では対面形式及びインターネット形
式で商品を販売しており、国外では暗号資産を対価として商品を販売し
ており、顧客との契約に基づき商品を引き渡す履行義務を負っておりま
す。当該履行義務は、商品を引き渡す一時点において、顧客が当該商品
に対する支配を獲得し、充足されると判断し、引渡時点で収益を認識し
ております。

勘定科目 当事業年度
訴訟損失引当金 18,048千円

勘定科目 当事業年度
関係会社株式 459,307千円

⑷　収益及び費用の計上基準

⑸　その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
消費税等の会計処理

資産に係る控除対象外消費税等は、発生事業年度の期間費用として処理しております。

２．会計方針の変更に関する注記
該当事項はありません。

３．表示方法の変更に関する注記
該当事項はありません。

４．会計上の見積りに関する注記
当事業年度の計算書類に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌事業年度の計算書類に重要

な影響を及ぼすリスクがある項目は以下の通りであります。
①　訴訟損失引当金
　イ．科目名及び当事業年度計上額

　ロ．会計上の見積りの内容について、計算書類利用者の理解に資するその他の情報
　連結注記表「４．会計上の見積りに関する注記　訴訟損失引当金」に記載した内容と同一であります。
②　関係会社株式の評価
　イ．科目名及び当事業年度計上額

　ロ．会計上の見積りの内容について、計算書類利用者の理解に資するその他の情報
　連結注記表「４．会計上の見積りに関する注記　関係会社株式の評価」に記載した内容と同一でありま
す。
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連結注記表、個別注記表

該当事項はありません。
⑵　有形固定資産の減価償却累計額 6,101千円

金銭債権 2,070,389千円

場所 用途 種類
洲本市他 遊休資産 土地

本社 看板 建物付属設備
本社 パソコン他 什器備品

営業取引の取引高の総額 317,180千円
営業取引以外の取引高の総額 148,970千円

５．会計上の見積りの変更に関する注記
該当事項はありません。

６．貸借対照表に関する注記
⑴　担保に供している資産及び担保に係る債務

⑶　偶発債務
2025年３月末において、商品先物取引の受託に関し、当社を被告とする損害賠償請求件数が1件（請求額

129,258千円)となっております。

⑷　関係会社に対する金銭債権・債務（区分表示したものを除く）

７．損益計算書に関する注記
⑴　減損損失
　当事業年度において、当社は以下の資産について減損損失を計上いたしました。

　当社は原則として、事業用資産については、継続的に損益を把握している事業部門を区分の基礎としてグ
ルーピングを行っており、遊休資産については、個別にグルーピングを行っております。
　当社は、固定資産等の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当期減少額を減損損失として7,661千円計上い
たしました。
　当社は遊休資産については、他の資産グループとは区別して個別に評価・測定を行っており減損損失は、
土地40千円であります。
　回収可能価額については、正味売却価額により測定しており、原則として固定資産税評価額を合理的に調
整した価額によっております。売却等が困難な資産は備忘価額１円として評価しております。

⑵　関係会社との取引高

－ 13 －
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連結注記表、個別注記表

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数
普 通 株 式 －株 7,527株 －株 7,527株

種 類 会社等の
名称

議 決 権 等 の
所 有 ( 被 所 有 )
割 合 ( ％ )

関連当事者
と の 関 係 取 引 内 容 取 引 金 額

( 千 円 ) 科 目 期 末 残 高
( 千 円 )

子会社
Personal 
Capital
株式会社

所有
　直接0%

資金の貸付
役員の兼任

資金の貸付

資金の回収

800,000

2,800,000
－ －

受取利息
(注1) 70,410 － －

経営管理料
等(注２)の
受取

24,750 － －

出向料の受
取 4,860 － －

支払手数料 800 － －

有形固定
資産の購入 890 － －

８．株主資本等変動計算書に関する注記
　自己株式の数に関する事項

９．収益認識に関する注記
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　「重要な会計方針に係る事項」の「収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

10．税効果会計に関する注記
　繰延税金資産の発生の主な原因は、繰越欠損金及び貸倒引当金等であります。なお、繰延税金資産には
全額評価性引当額を計上しております。

11．関連当事者との取引に関する注記
⑴　親会社及び法人主要株主等

該当事項はありません

⑵　関連会社等

－ 14 －
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連結注記表、個別注記表

種 類 会社等の
名称

議 決 権 等 の
所 有 ( 被 所 有 )
割 合 ( ％ )

関連当事者
と の 関 係 取 引 内 容 取 引 金 額

( 千 円 ) 科 目 期 末 残 高
( 千 円 )

子会社

ク ラ ウ ド
バ ン ク ・ 
キ ャ ピ タ
ル 株 式 会
社

所有
　直接50.0%
　間接10.1％

資金の貸付

資金の貸付

資金の回収

5,200,000

3,200,000

短期貸付金

長期貸付金

1,000,000

1,000,000

受取利息
(注1) 36,219 未収利息 383

種類 会社等の
名称

議決権等の
所有(被所有)

割合(％)

関連当事者
との関係 取引内容 取引金額

(千円) 科目 期末残高
(千円)

関連会社
クラウド
バンク
株式会社

所有
　直接20.2％ 役員の兼任

地金の販売 322,424 － －

地金の買取 108,801 － －

地代家賃 8,723 未払費用 25,207

支払手数料
等 2,386 未払費用 423

⑴　１株当たり純資産額 537円50銭
⑵　１株当たり当期純利益 24円61銭

取引条件及び取引条件の決定方針
（注１）金銭の貸付の金利については、市場金利等を勘案した合理的な利率であります。
（注２）経営指導料については、役務の提供に対する費用等を勘案して合理的に価格を決定しておりま

す。

⑶　役員及び個人株主等
該当事項はありません。

12．１株当たり情報に関する注記

13．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

14．その他の注記
該当事項はありません。
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